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Abstract 

The purpose of this study was to classify criteria for selecting clothing and examine their 

characteristics by sex and age in a large-scale sample of 10,800 people aged 20 to 79 years. The 

cluster analysis results allowed classification of the criteria for selecting clothing into four types: i.e., 

"emphasizing personal taste, fashion, function, and social norms", "emphasizing function and social 

norms," "emphasizing personal taste and fashion," and "indifferent" types. A chi-squared test 

showed significant differences by sex and age in the four criteria for selecting clothing. In terms of 

sex characteristics in the criteria for selecting clothing, men showed the highest proportion in 

"emphasizing function and social norms" and women showed the highest proportion in "emphasizing 

personal taste, fashion, function, and social norms." In terms of age-specific characteristics, 

"emphasizing personal taste, fashion, function, and social norms", "emphasizing personal taste and 

fashion," and "emphasizing function and social norms" showed the highest proportions in men aged 

in their 20s, 30s, and 40s-70s, respectively. "Emphasizing personal taste, fashion, function, and 

social norms" showed the highest proportion in women in all age groups. 
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ー一要旨

本研究の目的は， 20歳から 79歳までの 10,800人の大規模サンプルを用いて，外出着の着装基準

を類型化し，その性，年代別の特徴を検討することであった．クラスター分析の結果，外出着の着

装基準は「全基準重視型」「機能・規範重視型」「個人的嗜好・流行重視型」「無頓着型」の 4つに分

類された． x2検定の結果，対象者の 4つの着装基準の分類と性，年代の間に統計学的に有意な関係

が認められた．着装基準の性別の特徴を見ると，男性では「機能・規範重視型」，女性では「全基準

重視型」が最も高い割合を示した．また年代別の特徴では，男性においては， 20代は「全基準重視

型」， 30代は「個人的嗜好・流行重視型」， 40~70代は「機能・規範重視型」の割合が，女性におい

ては，全ての年代で「全基準重視型」の割合が，それぞれ最も高かった．

キーワード：着装基準，クラスター分析，大規模サンプル調査
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1. 緒言

人は生きていく上で様々な欲求を持ち，その欲

求は人の行動に大きな影響を与えている．心理学

辞典（有斐閣）！）によれば，欲求とは「人間が内外

の刺激の影響を受けて行動を駆り立てられる過程

を表す言葉の一つで，行動を発現させる内的状態

をいう」と定義されている．更に「欲求は一次的

欲求（生理的欲求）と二次的欲求（社会的欲求）

に分けられ，前者は渇き・空腹・性・睡眠・呼吸．

苦痛回避等，生命維持のために身体的・生理的に

必要で欠くことのできないものをさし，後者は，

達成・親和・依存・承認・攻撃等，後天的に学習

されたものをいう」とされている見

他の多くの社会的行動と同様に，着装行動に関

しても，人は多種多様な欲求を満たすために，衣服

を選択し身に着けることがわかっている．管田 2)

は，服を着るということは， 自然環境から身を守

る身体保護という機能的な側面だけではなく，身

体の表面を加工したり装飾したりして，人間の自

然である身体に介入していく行為であり，人間の

文化を構成するもっとも基礎的な次元の一つであ

ると述べている．また神山 3)は，過去の文献資料

を概観し，人間がなぜ衣服を着るのかということ

に関して，身体を美化することに関する「装飾」，

身体美を隠し，他者の注意を引かないように自制

することに関する「慎み」，皮膚を守り，体温を調

節するというような健康の維持に関する「身体保

護」等の理由を挙げている．これらの中で，「身体

保護」は人間の生理的欲求を，「装飾」や「慎み」

は社会的欲求を満たすことを目指したものである．

このように，人々は様々な欲求を満たすために，

自分自身の中である一定の基準を持って身につけ

る衣服を選択している．このような基準は，服装

の心理社会的研究分野において着装基準と呼ばれ

るものである．筆者の知る限り着装基準に関する

明確な定義は見当たらないが，「日常生活での様々

な状況における個人の着装に対する価値観や態度

を基にした衣服選択の物差し」と定義できるであ

ろう．

多くの研究者が，若年者から高齢者までを対象

に，着装基準を測定する尺度の開発を行い4),5),6), 

その特徴や関連する要因について検討してい

る7),8)．しかし，これらの先行研究を概観すると，

若年者から高齢者までを横断して着装基準の特徴

を検討した研究はほとんど存在しない．また母集

団からの限定されたサンプルを用いてその特徴や

関連要因を検討している研究が多い．このような

(298) 

母集団から偏って抽出されたサンプルは，地域特

性や社会経済的属性等のその集団が持つ特徴が結

果に対して大きな影響を与えることが考えられ，

得られた結果をその年代の特徴として一般化して

いくには限界がある． したがって，人々の着装基

準の人口統計学的な特徴を明らかにし，その差異

を検討していく場合，様々な地域特性や社会経済

的背景を持つ比較的多くの人々を対象に調査を実

施する必要がある．

そこで本研究は，約 1万人の大規模サンプルを

用いて，若年者から高齢者における外出着の着装

基準の特徴を明らかにすることを目的とした．

体的には，クラスター分析を用いて対象者の着装

を類型化し，性，年代別の特徴を検討した．

2 方法

2-1 対象者及び調査手続き

本研究は「ファッションと QOLに関する 1万

人調査研究」の一部である． 2017年 1月に全国の

若年者から高齢者までの男女を対象に，インター

ネット調査を用いて，ファッションと QOLに関

する大規模アンケート調査を実施した．調査は，

マイボイス株式会社（東京都千代田区）に依頼し，

の登録されている約 109万人のネットモニタ

ーから，性，年代別 (20歳代から 70歳代）の

収数が均等になるように，そして回収目標数を

10,000名に設定して実施した．最終的な回収サン

プル（分析対象者）は， 20歳から 79歳までの男

女 10,800名（男性 5,400名，女性 5,400名）であ

った．

2-2 調査項目

対象者の基本的属性は，満年齢，性別，婚姻状

況（既婚，離死別），居住地域（北海道，東北，関

東，北陸，中部，近畿，中国，四国，九小卜1・沖縄），

職業（会社員・役員，自営業，専門職，公務員，

パート・アルバイト・フリ

ーター，無職・定年退職，その他），・世帯収入 (300

万円未満， 300,....__,400万円未満， 400,....__,500万円末

満， 500,....__,600万円末満， 600~700万円未満， 700

~800万円未満， 800~900万円末満， 900~1000

万円未満， 1000,....__,1200万円末満， 1200,....__,1500万

円未満， 1500万円以上）について尋ねた．満年齢

は， 20歳代から 70歳代までの 6つのカテゴリー

に区分した．

対象者の外出着の着装基準は，高齢者版着装基

準尺度5)を用いて評価した．本尺度は， 19項目で

構成されており，個人的服装嗜好 (7項目），流行
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(4項目），機能性 (4項目），社会的服装規範 (4

項目）の 4つの下位因子に分類される．本研究で

は，対象者が外出する時に着用する衣服（特別な

イベント等での外出を除き， 日常生活において外

出する時に着用する衣服と操作的に定義した）吐1)

の選択基準について，「全く重視しない (1点）」「あ

まり重視しない (2点）」「ある程度は重視する (3

点）」「非常に重視する (4点）」の 4件法で尋ねた．

4つの下位尺度は，得点が高いほど衣服の選択に

おいて，その基準を重視することを意味する．本

尺度は高齢者用に開発されているが，その内容を

検討した結果，若年者や中年者にも十分適用可能

であると判断した．各下位尺度に対して統計学的

に信頼性の検定を実施した結果，性X年代の全ての

区分で a係数は．70を超えており，十分な内的一

貫性を示した (Table1). 

Table 1 着装基準の下位尺度の信頼性(a)係数

人数 個人的
（人） 服装嗜好

こ 9-

iiitイ丁 機能性
社会的

服装規範

男性

20代 900.89

30代 900.88

40代 900.88

50代 900.85

60代 900.85

70代 900.83

女性

20代 900.85

30代 900.85

40代 900.85

50代 900.87

60代 900.81

70代 900.86

.84 

.85 

.86 

.84 

.82 

.82 
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.84 

.82 

.77 
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.87 

.86 

.83 

.84 

.83 

.84 

.85 

.80 

.78 

.73 

.76 

.75 

.76 

.76 

.71 

.70 

2-3 統計分析

着装基準尺度の 4つの下位尺度得点を投入した

非階層クラスター分析を用いて，対象者の着装基

準の類型化を試みた．あらかじめクラスター数を

3~5の間で設定し，投入した 4つの下位尺度得点

のクラスター間での記述統計の差異に基づいて，

最も解釈可能な 4つの分類を採用した．分類され

た4つのクラスターと着装基準の下位尺度得点の

関係は一元配置の分散分析で，性及び年齢との関

係は炉：検定を用いて分析した．すべての分析は，

Statistical Package for Social Science 20.0 

(IBM,東京）を用いて実施し， 5％未満を統計学
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的な有意水準として採用した．

2-4 倫理的配慮

本研究の実施にあたっては，文化学園大学研究

倫理委員会の承認を受けた．

3 結果

3-1 対象者の人口統計学的特徴

Table 2-Aと2-Bは，対象者の人口統計学的特

徴を示したものである．対象者の平均年齢は，男

性 49.6（標準偏差 16.6)歳，女性 49.4（標準偏差

16.5)歳，既婚者の割合は，男性 57%，女性63%

であった．居住地域は，男女ともに関東地方が一

番多く（男女とも 43%），次いで近畿地方（男性

19%，女性 20%），中部地方（男性 11%，女性 10%)

の順であった．職業は，男性では会社員・役

(45%），無職・定年退職 (25%）， 自営業 (9%)

の順で，女性では専業主婦・主夫 (41%），パート・

アルバイト・フリーター(20%），会社員・役員 (19%)

の順で高い割合を示した．世帯収入を見ていくと，

男女ともに 300万未満（男性 22%，女性 23%),

300------400万未満（男性 15%，女性 16%),400------

500万円未満（男性 14%，女性 13%）の順で割合

が高かった．

Table 2-A 対象者の特徴

男性 女性

人数 割合 人数 割合

（人） （％） （人） （％） 

Vol.59 No.4(2018) 

年齢

20代 900 (16.7) 900 (16.7) 

30代 900 (16.7) 900 (16.7) 

40代 900 (16.7) 900 (16.7) 

50代 900 (16.7) 900 (16.7) 

60代 900 (16.7) 900 (16.7) 

70代 900 (16.7) 900 (16.7) 

婚姻状況

既婚 3050 (56.5) 3411 (63.2) 

未婚・離死別 2350 (43.5) 1989 (36.8) 

居住地域

北海道 258 (4.8) 299 (5.5) 

東北 271 (5.0) 249 (4.6) 

関東 2339 (43.3) 2324 (43.0) 

北陸 167 (3.1) 149 (2.8) 

中部 600 (11.1) 530 (9.8) 

近畿 1019 (18.9) 1096 (20.3) 

中国 256 (4.7) 265 (4.9) 

四国 143 (2.6) 116 (2.1) 

九州 347 (6.4) 372 (6.9) 

(299) 
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Table 2-B 対象者の特徴（続き）

男性 女性

人数 割合 人数 割合

（人） （％） （人） （％） 

職業

会社員・役員 2407 (44.6) 1024 (19.0) 

自営業 479 (8.9) 162 (3.0) 

専門職 154 (2.9) 114 (2.1) 

公務員 254 (4.7) 87 (1.6) 

学生 218 (4.0) 173 (3.2) 

専業主婦・専業主夫 14 (0.3) 2202 (40.8) 

I¥0ート・アル／＼・イト・フリーター 404 (7.5) 1069 (19.8) 

無職曇定年退職 1372 (25.4) 493 (9.1) 

その他 98 (1.8) 76 (1.4) 

世帯年収

300万円未満 1170 (21.7) 1228 (22.7) 

300~400万円未満 822 (15.2) 847 (15.7) 

400~500万円未満 733 (13.6) 716 (13.3) 

500~600万円未満 602 (11.1) 638 (11.8) 

600~700万円未満 497 (9.2) 496 (9.2) 

700~800万円未満 391 (7.2) 380 (7.0) 

800~900万円未満 267 (4.9) 299 (5.5) 

900~1000万円未満 298 (5.5) 259 (4.8) 

1000~1200万円未満 277 (5.1) 251 (4.6) 

1200~1500万円未満 174 (3.2) 136 (2.5) 

1500万円以上 169 (3.1) 150 (2.8) 

3-2 本研究のサンプルの代表性

本研究は，調査会社を通したインターネット調

査である．インターネット調査の利点としては，

迅速に調査ができること，比較的安価で大量のサ

ンプルを集めることが出来ること等がある．住民

基本台帳の利用が制限され，社会調査に使いにく

くなっていることや，調査の回収率の低下，プラ

イバシー意識の高まりと個人情報保護規制の強化

社会調査の環境が悪化している今日において

は，インターネット調査は比較的簡便で実行可能

性が高い調査法といえるだろう．その一方でイン

ターネットの利用状況やネット調査への登録者の

属性の違いにより，統計学的に裏付けられた従来

型の方法による調査とモニター型調査では，異な

った調査結果を示す場合がある等の間題点も指摘

されている判

このようなことを踏まえ，分析結果を示す前に

本研究のサンプルの代表性の問題について検討す

る．平成 27年国民生活基礎調査の概況（厚生労働

省） 10)による世帯収入の分布と本研究の対象者の

世帯収入の分布を比較していくと（以下の括弧内

は，国民生活基礎調査の世帯収入の割合 vs.本調

(300) 

査対象者の世帯収入に割合；その差）， 300万円末

満 (34.0%vs. 22.2%；△11.8%), 300,....__,400万円末満

(13.1% vs. 15.5%；△2.4%), 400,....__,500万円未満

(9.8% vs. 13.4%；△3.6%), 500,....__,600万円末満

(8.8% vs. 11.5%；△2.7%), 600,....__,700万円未満

(7.3% vs. 9.2%；△1.9%), 700,....__,800万円末満 (6.3%

vs. 7.1%；△0.8%), 800,....__,900万円未満 (4.7%vs. 

5.2%；△0.5%), 900,....__, 1000万円 (3.9%vs. 5.2% ; 

△1.3%), 1000,....__,1200万円末満 (5.2%vs. 4.9% ; 

0.3%), 1200,....__,1500万円未満(3.9%vs.2.9%; 1.0%), 

1500万円以上 (3.1%vs.3.0%; 0.1%）と 300万円

未満の層に若干の割合の違いが認められるが，そ

の他の層の差は士4％以内と非常に小さい．また平

成 27年度の国勢調査11)による日本に居住してい

る人の既婚者（有配偶）の割合は，男性 61%，女

性 57％となっており，本調査対象の男性 57％と女

性 63％と比較しても，その差は 5％前後とほとん

ど違いはない． したがって，本調査はインターネ

ットを用いた調査研究ではあるものの，比較的日

本に居住している人を代表するサンプルであるこ

とがいえる．

3-3 外出着の着装基準の 4つのクラスターと着

装基準の下位尺度の関係

外出着の着装基準の 4つの下位尺度得点を投入

した非階層的クラスター分析の結果， 4つのクラ

スターが最も解釈可能な分類となった．各クラス

ターに分類された対象者は，第 1クラスター 3871

名 (35.9%），第 2クラスター 3298名 (30.5%),

第 3クラスター 2629名 (24.3%），第 4クラスタ

- 1002名 (9.3%）であった． 4つに分類されたク

ラスターの特徴を明らかにするために，外出着の

着装基準の下位尺度得点との関係を一元配置の分

散分析で検討した結果，全ての関係において統計

学的に有意な関係が認められた (Table3)．結果

から，第 1クラスターは全ての下位尺度得点が他

のクラスターに比べて高い，第 2クラスターは機

能性と社会的服装規範得点が他のクラスターに比

べて高い，第 3クラスターは個人的服装嗜好と流

行得点が他のクラスターと比べて高い，第 4クラ

スターは全ての下位尺度得点が他のカテゴリーと

比べて低い， という特徴がみられた．これらの特

徴を踏まえて，着装基準の 4つ分類をそれぞれ「全

基準重視型」「機能・規範重視型」「個人的嗜好・

流行重視型」「無頓着型」と名付けた．
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Table 3 外出着の着装基準の分類と着装基準の下位尺度得点の関係

a第1クラスター b.第2クラスター

「全基準重視型」 「機能・規範重視型」

(3871人） (3298人）

平均値（標準偏差） 平均値（標準偏差）

個人的服装嗜好 22.9 (2 3) 19.0 (1.9) 
（得点範囲：4-28点）

ごi)9し91丁- 11.1 (1.9) 77 (1.7) 
（得点範囲：4-16点）

機能性 13.0 (1.6) 12 9 (1.5) 
（得点範囲：4-16点）

社会的服装規範 11.6 (1.6) 10.2 (1.6) 
（得点範囲 : 4-16点）

3-4 外出着の着装基準の分類の性差，年代差

Table 4は，外出着の着装基準の分類の性差，年

代差を示したものである． x2検定の結果，着装基

準の 4つのクラスターど性別の間に統計学的に有

関係が認められた．男性では「機能・規範重

視型」の割合が最も高く，次いで「個人的嗜好・

流行重視型」「全基準重視型」「無頓着型」の順で

あった．一方の女性では「全基準重視型」「機能・

規範重視型」「個人的嗜好・流行重視型」「無頓着

型」の順で割合が高かった．また男女別に検討し

た外出着の着装基準の 4つのクラスターと年代の

c 第3クラスター d第4クラスター

「個人的嗜好・流行重視型」 「無頓着型」
有意 事後検定(2629人） (1002人）
水準 (Bonferroni法）

平均値（標準偏差） 平均値（標準偏差）

20.0 (1 9) 12.9 (2.8) p(.001 a>c>b>d 

8.8 (1.7) 6.7 (2.1) p<.001 a>c>b>d 

105 (1.6) 8.6 (2.7) p<.001 a>b>c>d 

9.0 (1.5) 6.9 (2.0) p<．001 a>b>c>d 

間にも，両性ともに統計学的に有意な関係が認め

られた．男性においては， 20代では「全基準重視

型」， 30代では「個人的嗜好・流行重視型」， 40~

70代では「機能・規範重視型」が最も高い割合を

示し，逆に全ての年代で「無頓着型」が最も低い

割合を示した．女性においては，全ての年代で「全

の割合が最も高く，「無頓着型」の割

合が最も低かった．

4. 考察

本研究では，若年者から高齢者までの日常生活

Table 4 外出着の着装基準の分類の性差，年代差

クラスター 第2クラスター 第3クラスター 第4クラスター

「全基準重視型」 「機能・規範重視型」 「個人的嗜好・流行重視型」 「無頓着型」
有意水準

人数（人）割合（％） 人数（人）割合（％） 人数（人）割合（％） 人数（人）割合（％）

男性 1448 (26.8) 1764 (32.7) 1460 (27.0) 728 (13.5) 

女性 2423 (44.9) 1534 (28.4) 1169 (21.6) 274 (5.1) 
p(.001 

男性

20代 279 (31.0) 216 (24.0) 222 (24.7) 183 (20.3) 

30代 247 (27.4) 234 (26.0) 248 (27.6) 171 (19.0) 

40代 224 (24.9) 282 (31.3) 248 (27.6) 146 (16.2) 

50代 225 (25.0) 314 (34.9) 258 (28.7) 103 (1 1.4) 
p<.001 

60代 226 (25.1) 335 (37.2) 261 (29.0) 78 (8.7) 

70代 247 (27.4) 383 (42.6) 223 (24.8) 4 7 (5.2) 

女性

20代 333 (37.0) 210 (23.3) 269 (29.9) 88 (9.8) 

30代 380 (42.2) 263 (29.2) 199 (22.1) 58 (6.4) 

40代 356 (39.6) 298 (33.1) 191 (21.2) 55 (6.1) 

50代 447 (49.7) 247 (27.4) 171 (19.0) 35 (3.9) 
p<.001 

60代 433 (48.1) 269 (29.9) 183 (20.3) 15 (1.7) 

70代 474 (52.7) 247 (27.4) 156(17.3) 23 (2.6) 
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における外出着の着装基準を類型化し，その特徴

を明らかにすることを目的とした．クラスター分

析の結果から，以下の 4つが最も解釈可能な分類

となった．一つは，外出着の着装基準において，

個人的服装嗜好，流行，機能性，社会的服装規範，

の全てを重視する「全基準重視型」，二つ目は，機

能性と社会的服装規範を重視する「機能・規範重

視型」，三つ目は，個人的服装嗜好と流行を重視す

る「個人的嗜好・流行重視型」，最後は，全てにつ

いて重視をしていないという「無頓着型」である．

分類された 4つの着装基準と性別の間には統計

学的に有意な関係が認められた．外出着の着装基

準において「全基準重視型」に属する者は，女性

では半数近くの割合 (44.9%)を示したのに対して，

男性は 4分の 1程度 (26.8%）であった．一方で

「無頓着型」の割合は，男性(13.5%）が女性(5.1%)

と比較して高かった．先行研究では，服装への意

識や関心は，女性が男性と比較して高いことが報

されている．例えば， 日本人を対象とした調査
研究において，大学生］2)' 成人・中年13)，高齢者14)

のあらゆる年代で，女性は男性と比較し，服装に

対する意識や関心が高いことが一貫して示されて

いる．本研究結果は，先行研究の知見を支持する

とともに，本研究における着装基準の 4つの分類

の間接的な妥当性を示唆するものとなった．

また着装基準の 4つの分類と年代の間にも，男

女ともに統計学的に有意な関係が認められた．男

性においては， 20代では「全基準重視型」， 30代

では「個人的嗜好・流行重視型」， 40代以降では

「個人的嗜好・流行重視型」に属する者の割合が

も高かった．一方の女性においては，全ての年

代で「全基準重視型」が最も高い割合を示した．

特に 50代以降の中高齢女性では，その割合は約

半数を占めていた． 1990年代から 2000年代前半

の研究7),15)では，若い女性は流行やデザインを，そ

して中高齢女性は機能性や社会的規範を重視して

服を選択することが報告されている． しかし，今

日では高齢女性のファッションスナップを集めた

写真集が巷で人気となっているように，女性は年

齢を重ねても，機能性や社会的規範だけではなく，

流行や個人的嗜好を重視して衣服を選択している

ことが本研究の結果から示唆された．また，男女

とも全ての年代において「無頓着型」が最も低い

割合を示したが，中高齢者と比較すると，若い年

代でその値は高かった． 1990年代に生まれた現代

の20代の若者は「さとり世代」と呼ばれ，物心つ

いた時から景気の悪い状況で育ち，物欲がなく，

(302) 

節約志向で消費行動に消極的である世代と言われ

ている．このような世代の特徴が，服装の着装基

準にも影響を与える可能性は十分に考えられる．

この点については，経済的背景を含めて，今後更

に検討していく必要があるだろう．

5 結語

本研究では，若年者から高齢者まで 1万人以上

の人々を対象に，着装基準の特徴を検討した．結

果から，対象者の外出着の着装基準は

視型」「機能・規範重視型」「個人的嗜好・流行重

視型」「無頓着型」の 4つに分類された．男性では

「機能・規範重視型」に属する者が多く，女性で

は，「全基準重視型」が多かったまた年代別の特

徴を見ると，男性の 20代では「全基準重視型」，

30代では「個人的嗜好・流行重視型」， 40代以降

では「機能・規範重視型」が，女性においては，

全ての年代で「全基準重視型」に属する者がそれ

ぞれ多かった．今後は，人々の着装基準の特徴と

経済的要因や居住地域の関連，また着装基準の特

徴の違いが，身体的健康や心理社会的健康に与え

る影響について検討していくことを課題としたい．

注 1)先行研究では， 日常生活における様々な

場面での着装基準を検討している． しかし，

その中には，ある人々にとって日常生活で余

り体験しない場面（例えば，パーティーや冠

婚葬祭等）も含まれており，このような場面

の着装基準を振り返り，また想像して評価す

ることは難しいと考えられる． したがって，

本研究では， 日常生活において最も衣服を選

ぶ機会が多いと考えられる普段の外出着を選

択する時の基準を調査，評価した．
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